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ラテン語とフランス語
古典作品を素材に [6】
ブルガータ訳聖書 『民数記』よりー動形容詞と動名詞—
秋山学
今月は、再びラテン語プルガータ訳聖習からテキストを選ぶことにしましょう 。以
下に掲げるのは、旧約聖書 「民数記」第 13帝からの一節です。
ID Misit ergo eos Moyses ad considerandam terram Chanaan et dixit ad eos 
≪Ascendite per Nageb. Cumque veneritis ad montes, considerate teram, qualis sit, et
populum, qui habitator est eius, utrum fortis sit an infirm us, si pauci numero an plures, 
ipsa terra bona an mala, urbcs quales, absque muris an muratae ; humus pinguis an 
sterilis, nemorosa an absque arboribus. Confortamini et afferte nobis de fructibus 
terrae≫. Erat autem tempus, quando iam praecoquae uvae vesci possunt. - Numeri, 
I 3,17-20 
ID Mo"ise le envoya reconnaitre le pays de Canaan : ≪Montez au Negeb, montez 
ensuite dans lamontagne. Voyez ce qu'est le pays; ce qu'est le peuple qui l'habite, fort 
ou faible, clairseme ou nombreux ; ce qu'est le pays oil il habite, bon ou .mauvais ; ce
que sont les viles oil il habite, camps ou viles fortifiees; ce qu'est lepays, fertile ou 
pauvre, boise ou non. Ayez bon courage. Prenez des produits du pays.≫C'etait l'epoque 
des premiers raisins 
・遍lそこでモーセは、カナァンの地を探らせるために彼らを派遣し、彼らに対してこう言っ
た。「ネゲブに登れ。山に到慧したなら、その土地がどのようであるかを調ぺ、その土地の住民が
強力なのか非力なのか、少数なのか多数なのかを調査せよ。その地域は良いのか悪いのか、町々
はどのよう であるか、城壁はないのか城壁で囲まれているのか、地質は肥沃なのか不毛なのか、
森に覆われているのか木々はないのか。雄々しくあれ、そしてわれわれに、その土地の果実を1iJ
か持ち帰るがよい」。 季節はち ょうど、早熟のブドウがもう食べられる頃であった。
ここで「彼ら」と呼ばれているのは、モーセの後継者であるヨシュア、およびヨ シュ
アとともに使命に忠実であったカレプをはじめとする人々です。ただ彼ら二人以外の
者たちは、この偵察行から戻ってくるや、目指すカナァンの地に攻め込むことを放棄
し、積極的な攻撃を主張する二人を石打ちにして殺そうとします。二人は神の額現に
よって間一髪のと ころで救われ、結局カナァンの征服は成功のうちに終えられます。
さて、今回特に取り上げるのは「動形容詞」 （未来受動分詞）と呼ばれる語形に関わ
る文法事項です。上に掲げた例文の中では、 adconsiderandam teITam という句のう
ちに現れる considerandamという語形が、 considerare「調べる」という他動詞の動形
容詞形・女性単数対格の形に当たり ます。
ラテン語の不定詞（この場合は considerare)は語形変化させることができないた
め、文中では、主格、およ び前匿詞を伴わない対格の形で しか用いることができませ
ん。そこで斜格の形に骰くために、格変化の可能な動名詞形が必要となります （／咸格
considerandT, 与格considerandi,対格 considerandum,奪格 considerandi)。
分詞や不定詞は、すでに品詞自体が、動詞から形容詞へ、あるいは名詞へと変化し
ているものの、 まだそこには動詞的要素が残っており、他動詞の能動分詞や不定詞で
あれば、直接目的語として対格形を取る ことが可能です。ところが他動詞の動名詞形
が対格の直接目的語を取ることは、属格ないし前置詞なしの奪格の場合しか認められ
ません（上記の例文の場合、*adconsiderandum teramという表現は誤り）。そこで動
形容詞形が登場して対格名詞（この場合は terram)に性・数を一致させ、格は元の動名
詞の格（対格）に合わせて、adconsiderandam teram という句が成立します。
このように動形容詞形は、語幹に関しては動名詞と同一で、語尾には第 I・第2変化
形容詞のものを用います。通例、動形容詞は「未来における受動」を表し、義務や必然
の意味を伴いますが、上記のような動名詞の代用としての用法にあっては、この「義
務・必然」のニュアンスは失われます。
この動形容詞は gerundTvum、動名詞は gerundiumと呼ばれ、名称の上では近代語の
「ジェルンデイ オ」（伊語）、「ジェ ロンデイフ」（仏語）などが想起されて、それらとの関
係を知りたくなるところです。ただ、まず仏語の場合、ジェ ロンデイフの用法は 〈en+
現在分詞 〉 の形で時間 • 条件 • 譲歩•付帯状況などを表す副詞節と惜き換えの可能なもの
であり、ラテン語の動形容詞 •動名詞と直接の関係はなさそうです。 一方伊語のジェル
ンディオも、用法は広範ではあるものの、副詞節表現に相当するという点でフランス
語のジェロンデイフと共通で、やはりラテン語の動形容詞•動名祠からの経緯は見えま
せん。上記の仏訳では envoyerの後に直接不定詞を付して目的を表していますが、手
もとの伊語訳では ≪Moseinvio questi uomini a esplorare la terra di Canaan .≫ となっ
ていて、前惜詞 a(<ラテン語ad)が見られることと、語順が共通であることのうちに、
かろうじてラテン語の痕跡が認められる といったところでしょうか。格変化を伴った
ラテン語の奥深さは、動形容詞]・動名詞表現に閑して言えば、ロマンス語ではほとんど
失われてしまっていると言えるでしょう。 （あきやままなぶ）
